
令和７年度 第３回綾瀬西運営協議会 

 

１．日時   令和 8年３月 24日（火）15：30〜17：00 

 

２．場所   綾瀬西高等学校 会議室 

 

３．出席者  ○委員 

        多田 由紀江 （綾瀬西高等学校長） 

        潮田 三明  （綾瀬西高等学校元 PTA会長） 

        林  沙樹  （綾瀬西デイサービスセンター長） 

        大部 さつき （綾瀬市手をつなぐ育成会会長） 

        渡辺 美奈  （綾瀬西高等学校 PTA会長） 

       ○教職員 

        田中 昌広  （綾瀬西高等学校副校長） 

        落合 護   （綾瀬西高等学校教頭） 

        小林 美和子 （綾瀬西高等学校事務長） 

川又 雅之  （学習支援・情報グループ） 

熊谷 友寿  （進路支援グループ） 

濱田 貴廣  （生活支援グループ） 

三品 隆広  （支援教育グループ） 

渡部 優大  （生徒活動支援グループ） 

        田村 友美  （総務・広報グループ） 

        髙田 智也  （総務・広報グループ） 

 

４．次第   （１）開会 

       （２）校長挨拶 

       （３）本日の予定確認 

       （４）令和７年度学校評価（校内評価）について 

       （５）意見交換（学校関係者評価） 

       （６）その他 

       （７）閉会 

  



５．確認事項 

・学校評価報告書の校内評価と課題について報告し、今後の学校運営についてご意見をいただいた。 

 

６．報告事項 

 ◯令和７年度学校評価（校内評価）について 

  ・電子黒板の導入により、学校DXの推進を進め、生徒にとってわかりやすい授業の実現をしていきた

い。 

  ・進路掲示板について、各学校から送られてきた案内を電子黒板で表示できるようにした。 

  ・PTAの皆様と協力して、文化祭や陸上競技大会などの行事の運営が滞りなく行えた。 

  ・学校全体で生徒を支援する仕組みの構築を一層進めていきたい。 

  ・来年度からの自転車のルールの変更に伴い、改めて交通マナーについての指導に取り組んでいきた

い。 

  ・文化祭では地域の交流をはかり、学校と地域のつながりを深めた。 

  

◯不祥事ゼロプログラムについて 

・不祥事の防止に取り組み、事故なく学校運営をすることができた。 

 

７．意見交換 

  ・一人ひとりが綾なす学校展開図については、校長から理想であるという話があったが、理想はとても

大切。ぜひ、継続してほしい。 

  ・ＩＣＴ化が進んで行くので、電子黒板などを活用していって、生徒の資質向上につなげていってもら

いたい。 

  ・来年度も、文化祭の様子を見させてもらいたい。 


